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AbStraCt

　 The 　number 　of 　people　using 　persollal　computer 　communication 　services　has　been　in−

creasing 　rapidly ．　Grass−roots 　Ievel　networkers 　in　the　United　States　reached 　3　million 　to　4
mi1Hon 　recently 」 n 　Japan　the　o且dest　persona玉compute 田 etwork 　established 　around 　1983．
Now 　about 　350，

000　people　in　Japan　use　personal　computer 　networks 　inc洫ding　comlnercial
ones 　as 　NIFTY −Serve．　Also　researchers 　on 　natural 　disasters　should 　adopt 　such 　system 　to
provide 蓋nfbrmation 　fbr　their　works ．

　For　exampl ら　information　on 　natural 　disasters　in　the　world 　is　presented　from　online 　news

through 　networks 」 n 　the　case 　of 　the　1990　Philippine　earthquakq 　we 　used 　online 　news 　to

promote　research 　projects　just　after 　the　occurrence 　of 　main 　shock ．　The　number 　ofthe 　dead
reported 　through 　online 　news 　increased　gradually　after 　the　main 　shock ，　In　the　case 　of 　the
volcanic 　activity 　in　the　Unzen　region

，
　a 且ot　of 　news 　were 　released ．　Especially　it　is　noted 　that

news 　reporting 　precursory　phenomena 　and 　official　warnings 　were 　read 　several 　days　before
Iarge　aCtivitieS．

1． はじめに

　パ ソ コ ン 通信 の ネ ッ ト ワ ーク は
， すで に 世界中

に展開 されて お り，あ らゆ る種類 の 情報が ，そ の

ネ ッ ト ワ
ーク を通 し て 交換 され て い る 。

こ の パ ソ

コ ン 通信網 を自然災害 に 関 す る情報交換 と資料収

集に 活用 し
， 同時に災害の 発 生 時に情報の 即時伝

達の た め の 手段 として活用す る方法を探 り，実験

的に使用 して み て ，そ の 効果 を分析す るの が，わ

れわ れ の 目的で ある 。

　そ の た め ，1990年度 の ワ ーキ ン ググ ル ープ を組

織 し，さまざま の 観点か らネ ッ トワ
ー

クを利用 し

て み た。そ の 結果，既設の パ ソ コ ン 通信網が 自然

災害の 研 究を進 め る うえで ，ある い は必要な情報

を収集す るた め に， い ろ い ろ の 面で 役立 つ と い う
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こ と が わか っ た 。 それ らの 結果を具体例をあ げっ

っ 報告す る 。

　 1990年 7 月16日 に は，フ ィ リ ピ ン の ル ソ ン 島で

M7 ．8の 大地震 が発 生 した 。 そ の 際 ニ ュ
ー

ス が

ど の よ うに 利用で きる か を分析す ると同時に，そ

れ らを実際の 調査計画に役立 て る こ と もで きた。

ま た ，ユ990年か ら1991年に か け て の 島原地域 の 群

発地震や普賢岳 の 火山活動 の 二 ＝ ・　一ス に っ い て も

取 り上げて み た い
。

　なお，通信網を利用す るた めに は，市販の 通信

ソ フ ト 「Mytalk 」 を用 い ，　 PC − 9801に ユ200　bps

の モ デ ム を接続 して使用 した 。 また，毎月の 電話

料金 は一人当た り
’
｝z均 して約 3，000円 で あ っ た 。

的に も，国際通信 の 上 で も，便利で 安 い と い う こ

と が わ か っ た 。 国内利用料金 は，基本料金が月額

1，000円で
，

60分を超えた分 の 使用料が国内一率 1

分10円 で あ る 。

　海外の 通信網で は，ア メ リカ の Compu 　Serve

が大規模な デ
ー

タベ ー
ス を持 っ て お り，

こ れ らを

研 究 室か ら利用す る こ とも有効で ある と い うこ と

が わか っ た。

　 NIFTY − Serve に入会する ため に は，市販の 通

信 ソ フ ト 「Mytalkl （28，000円） を購入 し，それ

に添附され て い る仮登録 用 の ID 番号 を用 い る の

が ，も っ とも簡単で あ ろ う。 また，料金 は入会 金

3，000円と使用料 1分 10円で ある。

2． パ ソ コ ン 通 信 ネ ッ トワ
ー

ク の 現状

　上 記 の よ う な 目的を置 い て
，

まず，通信網それ

ぞれ の 特徴を把握す るた め ，主 な通信網 を実際に

利用 しつ つ ，同時に災害に 関す る デ ータ ベ ー
ス の

状況 を調査 し た 。 そ の 結果，日本 の 大 手の パ ソ コ

ン 通信ネ ッ トワ
ー

ク の 中で は，20万人 近 くの 会員

が登録 して い る NIFTY − Serve （富士通 の 系列）

が，人数の 多い こ と
，

デ ータ ベ ー
ス の 内容 フ ォ

ー
ラ ム を中心 とす る運 用形式 な どか ら，災害 に関

する情報を得 るの に適 し て い る と い うこ とが わか

っ た 。

　同時に各種 の 回線の 料金を比較 し，安価な利用

方法を探 っ た結果，Tri − P とい う通信会社が 全国

3． 通信 社の ニ ュ
ース 速報

　大規模な 自然災害が発 生 した とき，ネ ッ トワ
ー

クを通 じて 速報を収集 し
，

そ れ らが 研究や観測計

画に どの よ うに役立 つ もの で あ るか を分析す るの

も，こ の グル
ープ の 目的で あ っ たが，1990年 7月

16日に フ ィ リ ピ ン 地震が発生 した の で ，そ の 直後

か ら ニ
ュ
ー

ス 速報を受信 し，実 際に利用 す る こ と

が で きた 。 こ れ らの 情報に よ っ て ，事象の発生か

ら短時間で 調査計画の 準備が開始 され，大 い に 効

果的に利用 された 。

　図 1 は ，時事通信の 海外 ニ
ュ
ー

ス に出た フ ィ リ

ピ ン 地震 に関連す るニ
ュ
ース の 量 を 1 時間当た り

で 表 した もの で ある 。

LINES　OF　NEWS〆HOUR　｛36　JAPANESE 　CHARACTERS ／廴INE｝
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図 1　 時事通信で 報道 さ れ た フ ィ リ ピ ン 地 震 の 1 時間当た りの ニ ュ
ース 量 の 変化。

　　 縦 軸 は，1行 当た り 日 本語 で 36文字と した ときの 1時間当たりの 行数を示す 。
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　 フ ィ リ ピ ン 地震 は16時26分 （日本時，現地 も同

じ） に 発生 した 。 時事通信 の 第一報は 17時53分で ，

「マ ニ ラ で強 い 地 震」 と い うタ イ 5 ル と と もに マ

ニ ラ で 被害が 出た こ とを知 らせ た 。 震央や M の値

が報 じられた の は，19時16分で あ り
，

そ れ に よ っ

て ル ソ ン 島中部の フ ィ リ ピ ン 断層が動い た と い う

こ と が推定 で きた 。

　こ の よ うな情報か らで も，すで に 蓄積 され て い

る情報 と総合す る こ と に よ っ て か な りの こ とが わ

か る 。 当 日の 22時30分に は，こ の 地震が フ ィ リ ピ

ン 断層に沿 っ て 起 こ っ た もの で あると い う解説記

事が ，著者 の
一

人 （尾池）の コ メ ン トと ともに 時

事通信 に よ っ て 報道 された 。

　災害の 状況を 死者 の 数で 見 る と
，

18時47分に，
マ ニ ラ の マ カ テ ィ 地区の 高層 ビ ル の 7 階か ら落ち

て 死亡 した と い う最初 の 1 名 の 被害が 報道 さ れ
，

時間と と もに 死 者数が 増え た 。 報道 され た死者数

が時間 とと も に ど の よ うに 変 わ っ て い っ たかを図

2 に示す 。

　図 2 か らわ か るよ うに ，死者数な ど， 災害 の 統

計 デ
ータ を新聞 な どの マ ス メ デ ィ ア の 記事か ら引

用 する ときには十分注意 しな ければな らな い と い

う こ とが わ か る 。 フ ィ リ ピ ン 地震の 場合，最終的

には朝 日新聞が掲載 した 1，666名 と い う数 字が あ

る が，PHIVOLCS の プ ノ ン バ ヤ ン 所 長は 約 1，　200

名と言 っ て お り，公式の統計 は まだ不明で あ る。
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図 2　報道 され た フ ィ リ ピ ン 地震 に よ る死者数 の 時 間 変化。
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図 3　雲仙地域 の 火山活動 に 関連 した ニ ュー
ス 速報 の 変化を， 1行当た り 日本 語

　　 36文字として数え た時事通信社の毎日 の ＝ ・
＝t
一

ス の 行数で 示す 。
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図 4　 雲仙 岳測候所 A 点 で 観測され た 日別 微動回数 。

　国内の 現象の 例 と して は，ユ991年 の 雲仙 普賢岳

の火 山活動に ともな う ニ ュース をあげる 。 図 3は，

雲仙地域の 火山活動 に関連す る時事通信社 の 速報

を，図 2 と同 じよ う に，ニ
ュ
ース の 量の 変化で 示

す 。
こ の 図 で は ， 1 日当た りの ニ

ュ
ース の 行数が

示 してあ り，長期間 に わ た っ て大量の ＝
ユ
ース が

流 された こ とがわ か る 。 図 4 に 比較 の た め
， 雲仙

測 候所 で記 録 され た 日別微動回数 を示す 。

　1990年 11月 17日の 噴火 の ときに は
， 噴火す る前

か ら微動が増え て い た が， ニ ュ
ース は 噴火 した直

後に 出始め た 。 1991年 2 月12日の 噴火 の ときに は
，

それ以前に微動 もニ ュ
ー

ス も増え は じめ た 。 また，

5月26日の 火 砕流の 発生前 に は ，ニ
ュ
ース も急激

に 増え て い る 。

　こ れらの グ ラ フ か ら，あ る地 域で
一度現象が発

生 し， 市民の 注目を集め た あとは，続 い て 発生す

る大きな現象 の 直前 に も，
一

般向け に ニ ュ
ー

ス が

多 く流されて お り， ニ
ュ

ース の 増加そ の もの が前

兆現象の パ タ ーン に対応 して い る こ とが わか る。

　上記 の 1991年 2月13日の 噴火 の 11日前 に は
， 火

山噴火 予知連絡会 の 発表が報道 されて い る。 また，

5 月26日 の 火 砕流 に よ る災害の 前に は，火 山灰 や

土石流の 発生 で 住民が避難を繰 り返 し た ニ
ュ
ース

や，ユ792年の ［島原大変 ］の解説，火山噴火予知

連絡会 の 発表，気象庁の 臨時火山情報 ， 各機関 の

観測結果 な どが，次々 と伝 え られて い た こ と が重

要で あろ う。

4． パ ソ コ ン 通信 ネ ッ トワ ークの ニ ュ
ース の

　例

　ニ ュ
ー

ス 速報の 例を示 し，現象が発生 して か ら

の 時間経過 とニ
ュ
ー

ス の 内容を比 べ て み ると，自

然 災害の 研究計画 に どの よ う に役立て られ るかが，

そ れ ぞれ の 立場で 理解で き ると思 う。 以 下 に フ ィ

リ ピ ン 地 震 の 直後お よび島原地域 の 地殻活動 に と

もな うニ
ュ

ース を例と して 示す 。

　〔a ） 時事通信の ニ ュー
ス 速報 の 例

　地震 の 発生 は，日本時刻で 16時26分 で ，最 初 の

ニ
ュ
ース が AFP か らで ，17時 53分に 入 力された 。

「マ ニ ラ で 強 い 地震」（90／ 07／ 1617 ： 53）

　 【マ ニ ラ 16日 AFP ＝時事】フ ィ リ ピ ン の マ ニ ラ

で 16日
， 強 い 地震が 発生 し数千人 が 建物 か ら逃 げ

出 した 。 地震 は 2 分間以上続き ， 市内中心部の ビ

ル で は ，し っ くい や コ ン ク リ
ー トの 壁 が 崩れ 落ち

，

窓ガ ラ ス が割れ，は りが壊れ るなどの被害が 出て

い る。 また市内各所で電話が 不通 とな っ て い る。

　今 まで の と こ ろ負傷者な どに っ い て 詳 し い情報

は 明 らか に さ れ て い な い が ，マ ニ ラ の ラ ジ オ 放送

が 報 じた と こ ろ に よ ると，病 院 で 避難 しよ う と し

た 患者と職員が パ ニ
ッ ク状態 と な り，数人が負傷

し た と い う 。

「〈比地震 〉震源は ル ソ ン 島東岸」（90／07／ 16

ユ9 ：16）一マ グ ニ チ ュードは 7．7 一気象庁一

　気象庁 に米国気象局太 平 洋津 波 警 報 セ ン タ
ー

（ハ ワ イ ）か ら入 っ た情報 に よ る と，16日午後 フ
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イ リ ピ ン で 発 生 した地震の 震源地 は，ル ソ ン 島東

岸 の 北緯 15度30分，東経 121度 6 分，地震 の 規模は

マ グ ニ チ ュ
ー

ド （M ）7．7と推定 され る。震源の 深

さは分か っ て い な い
。

　同セ ン タ
ー

は，西太 平洋に 津波警報を出したが，

同午後 6 時 10分現在 ， 津波が到着 した と の 情報 は

な い と い う。

　気象庁 に よ ると，今回 の 地 震は フ ィ リ ピ ン 東部

を 走 る プ レ
ー

トの もぐ り込 み に よ る もの で ，最近

で は ユ976年 8 月16日， ミ ン ダナオ島付近 で M7 ．9

の 地震が発生，津波に よ り死者約 8，000人 の 被害

が 出た 。

「〈比地震〉付近 は地震 の 多発地帯」 （90／07／

1622 ：30）ニル ソ ン 島走 る活断層沿 い ＝

　 フ ィ リ ピ ン の こ の 地方で は， こ れ まで に もマ グ

ニ チ ュ
ー

ド（M ）6や 7 クラ ス の 地震が しば しば起

きて お り，地震の 多発地帯だ 。 東大地震研究所の

阿部勝征教授に よ る と
， 震源地 に 近 い ル ソ ン 島の

東方は，ユ
ー

ラ シ ア プ レ
ー

トと フ ィ リ ピ ン 海 プ レ

ー
トが ち ょ うどぶ つ か り合 っ て い ると こ ろ で ，日

本の 紀伊 半島か ら四国，沖 縄にか けて の プ レ
ー

ト

構造 と類似 して い る 。 しか し，ル ソ ン 島の 西側海

域で も， ユ
ー

ラ シ ア プ レ
ー

トが 東側に潜り込 む動

きが活発化する な ど変則構造に な っ て い る 。

　震源地の ヌ エ バ エ シ バ 州カ バ ナ ト ゥ ア ン 付近 に

は
，

ル ソ ン 島北部の 山岳地域 と中部の 平野部 と の

境 目 （構造線） と な っ て い る 「フ ィ リ ピ ン 断層」

が走 っ て い る 。 同州の 真ん中を北西
一
南東方 向に

分 け る活断層で
，

1970年 4 月 7 日 に も
，

こ の 断層

付近 で M7 ．5 の 地震が発 生，死 者 15人，負傷 者

200人を出した こ と が ある 。

　 フ ィ リ ピ ン の 地震事情 に詳 し い尾池和夫京都大

学理学部教授 （地球物理 学） は 「断層 の ズ レ に よ

る典型的な地震 。 震源の 深さが10キ ロ 以内と浅い

ヒ

疸 下型
”

。 プ レートの 潜 り込み の 影響を受けて，

内陸部で 起 きる地震」 と分析す る。 同教授は
， 先

月末まで マ ニ ラ で フ ィ リ ピ ン の 地震研究者 と交流

し，帰国 した ばか り 。
ル ソ ン 島中部は 「次に 起 き

る地震 と して 1番 心配 して い た」 と い う。
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5． 新聞記事デ ー
タ ベ ー

ス の 検索

　例え ば，朝 日新聞 の 場合，1985年 1 月か らの 記

事を パ ソ コ ン 通信網 を利用 し て検索する こ とが で

き る 。 特定 の 内容の 記事を検索す る と きに は
， 朝

日新聞社の 指定 した キ
ー

ワ
ー

ドの コ ード番号で 検

索す る か，カ ナ の フ リ
ータ ーム で検索す る 。 例え

ば，災害 の 中の 地震 （7ユ4） で検索すると，1990年

6 ，7，8月 の 期間で ，それ ぞれ 78，97，45件の 記

事が見出され る。

　 こ の 場合，災害 と い う
・
範囲 を絞 らずに ，い きな

り［ ジ シ ン ］で 検索す る と
， 大量の 記事が あり，

そ の ほ とん ど は ［自身 ］で あっ て ，主 と して プ ロ

野球の 記事が 出て くる 。

　 また，
一

つ の 問題 と して，主 に最近の 外電に よ

る記 事 の 中に は，タ イ トル は読め るが ， 内容は 著

作権交渉 中の ため表示 され な い もの があ る と い う

不便 な面 もあ る 。

6． 災 害科学 へ の応用

　例え ば，日本 の NIFTY − Serve や ア メ リカ の

INFOCUE な ど で は，新 聞記 事な どを中心と して，

安 く簡単 に情報が利用で きる 。 そ れ らの 現状を把

握 し，利用の ため の 最適な方法を模索 した結果，

災害研究者 の 立場で充分役立て る こ とが で きた 。

　また，災害の研究や防災の 仕事をす る専門家た

ちが，情報を交換す るた め に も既設の パ ソ コ ン ネ

ッ ト ワ
ー

クを 活用す る こ とが 出き る。現 に，気象

庁や 大学の 地震や 火山の 専 門家 た ちが，例え ば N

IFTY − Serve の サ イ エ ン ス フ ォ
ーラ ム の 中で

， 雲

仙の 活動をは じめ ，さまざまの テ ー
マ で ，情報の

交換を行 っ て い る 。

　専門家が持 っ 災害の 資料を，通信網を通 して 提

供す る た め に は
， ネ ッ ト ワ

ーク の 中に，デ
ー

タ ベ

ー
ス を伴 う フ ォ

ーラ ム を開設す る方法が あ る。一

般に そ れ は一定の 維持費 （開設時20万 円，月額 8

万 円） を支払 う こ と に よ っ て 任意 に 開設す る こ と

が で きる 。 NIFTY − Serve の 場合，公開の フ ォ
ー

ラ ム は無料で あ る が ， 利用頻度が高い もの で あ る

こ とが 開設 の 条件 と して 求め られ る 。

　大学 の 学術 情報ネ ッ ト ワ
ー

ク が研 究の ため の 情

報交換に 利用 され ，電子 メ イ ル の 交換 に も利用 さ
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れ る 。 規模の 大き なパ ソ コ ン 通信 の メ リッ トは，

全国に 設 け られ た ア ク セ ス ポ イ ン トを利用し て
，

安 い料金 で ど こ か らで も，だ れ で もが利用で きる

こ とに あ る。気象庁な どの 出す情報 は現在 で は マ

ス メ デ ィ ア に対 して 発表 され た もの を読 むだ け で

あ る。 例え ば地震 の 場合，震源情報を は じめ とす

る生の デ
ー

タが リア ル タイ ム で パ ソ コ ン 通信網 に

乗せ られ るよ う に なれば ，災害の 研究 に お い て も

現 地か らそれ らを 利用 しなが ら観測 で き るよ うに

な るで あろ う。

　 こ こ に 紹介 した よ うな パ ソ コ ン 通信 の 利用 の 経

験 を もと に，国際防災の 10年の 事業の 中に，災害

の デ ータ ベ ース を国際的に オ ン ラ イ ン で 提供す る

計画をまとめ，積極的に推進 して い くこ とを考 え

て み た い
。 国際防災 の 10年 の 中で ，国際的な情報

の 共有の ため の 一
つ の 手段と して の パ ソ コ ン 通信

網 の 活用 の 可能性を，実際に デ
ー

タ ベ ー
ス を設置

して使 っ てみ なが ら，さ らに探 っ てみ た い と考え

て い る 。

（原 稿 受 理 平成 3年 12月20日

訂正稿受理 　平成 4 年 2 月 7 日 ）
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